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就
オと
の

こ
の
た
び
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
付
け
で
鳥
取
労

働
局
職
業
安
定
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

い
わ
ず
と
し
れ
た
鳥
取
砂
丘
、
日
本
百
名
山
の

一

つ
で
あ
る
大
山
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

山
陰
海
岸
な
ど
の
大
自
然
、
そ
し
て
日
本
海
の
幸
が

豊
富
で
、
二
十
世
紀
梨
、

ら

っ
き
ょ
、
す
い
か
な

ど
の
農
産
物
が
豊
か
な

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境

に
恵
ま
れ
た
鳥
取
の
地

で
勤
務
で
き
る
こ
と
を

心
か
ら
嬉
し
く
思

っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ

い
て
は
、
行
政
刷
新
会

議
に
お
け
る
事
業
仕
分

け
に
よ
り
平
成
２３
年
度

予
算
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
を
め
ぐ
る

事
業
運
営
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の

一
方
で
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た

「今
後
の
高
年
齢
者
一屋
用
に
関
す
る
研
究
会
」
の

報
告
書
に
お
い
て
い
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
積

極
的
に
活
用
し
就
業
機
会
の
確
保
及
び
職

域
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
に
言

及
し
て
い
ま
す
。

私
が
今
現
在
居
住
し
て
い
る
公
務
員
住

宅
に
お
い
て
、
い
き
な
り
自
治
会
の
会
長

に
任
命
さ
れ
た
の
で
す
が
、
樹
木
の
剪
定
、

草
取
り
を
従
来
か
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
し
て
お
り
、
今
年
も
５
月
に

や
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
非
常
に
丁
寧
な
仕

事
ぶ
り
で
、
住
宅
内
が
き
れ
い
に
な
っ
た

と
住
民

一
堂
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
数

年
前
に
居
住
し
て
い
た
埼
玉
の
公
務
員
住

宅
に
お
い
て
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

も
う
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様

方
の
存
在
な
く
し
て
は
日
々
の
暮
ら
し
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

確
か
に
今
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
し
か

し
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
私
ど
も
職
業
安
定
行
政
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ず
｀

ヽゝ

ヽ

ヒ

ろ

守

鳥
取
労
働
局

職
業
安
定
部
長
　
件
』
　

藤
い
　
船
略
　

夕
一

つ
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平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画
書

　

事
業
実
施
計
画

基

本

方

針

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
四
人

に

一
人
が
高
齢
者
と
な
る
状
況
の
中
、
国
の
行
財
政

改
革
の
中
で
の
、
地
方
行
政
機
関
の
逼
迫
し
た
財
政

状
況
に
よ
る
補
助
金
の
減
額
、
特
に

一
昨
年
か
ら
続

く
事
業
仕
分
け
作
業
に
よ
る
予
算
要
求
の
大
幅
な
縮

減
な
ど
に
よ
リ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
リ
シ
ル
バ
ー
事
業
発

阻

　

足
以
来
の
存
亡
の
危
機
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

需

　
　
こ
の
よ
う
な
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

報
　

活
力
あ
る
高
齢
社
会
を
支
え
る
地
域
の
中
核
的
組
織

会
　

と
し
て
ヽ
そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
益
々
重
要
と
な

っ
て
き
て
お
り
、
今
日
で
は
全
国
約
八
十
万
人
の
会

員
が
働
く
こ
と
を
通
じ
て
健
康
で
生
き
甲
斐
の
あ
る

社
会
を
実
現
し
、
高
齢
者
医
療
費
の
抑
制
や
介
護
予

防
の
推
進
に
も
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
各
拠
点
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
地
域
社
会
に
密
着
し
た
シ
ル
バ
ー
事
業
の
推

進
と
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の

一
層
の
充
実
発
展
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

就
業
開
拓
事
業

就
業
機
会
開
発
推
進
委
員
会
の
開
催

就
業
開
拓
推
進
員
の
配
置

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
就
業
機
会
開
発
員
の
配
置

七
　
指
導
相
談
事
業

八
　
鳥
取
県
ン
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
運

絡
会
議
の
開
催

九
　
企
画
提
案
方
式
事
業

実
施
セ
ン
タ
ー

（社
）
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
複
合
分
野
～
介
護

・
子
育
て
）

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
単
独
分
野
～
介
護
）

（単
独
型
単
独
分
野
～
子
育
て
）

十
　
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
の
推
進

重
点
対
象
講
習
　
九
会
場
講
習
人
員
百
八
十
人

通
常
講
習
　
　
エハ
会
場
講
習
人
員
百
四
十
人

十

一　

シ
エ
ア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
推
進

仁)日 ←
四
　
交
流
研
修
事
業

田
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
経
験
交
流
大
会

日
　
連
合
役
職
員
研
修

ン
ル
パ
ー
派
遣
事
業

日
　

ンヽ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
推
進

口
　
派
遣
事
業
運
営
委
員
会
の
開
催

一　

安
全

。
就
業
推
進
事
業

「安
全

・
安
心
な
シ
ル
バ
ー
事
業
」
を
推
進
す

る
た
め
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

日
　
安
全

・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

口
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当
者
会
議
の
開
催

日
　
安
全

・
適
正
就
業
研
修
会
の
開
催

回
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
に
よ
る
巡
回
相
談

一
一　
普
及
啓
発
事
業

田
　
連
合
会
機
関
誌
の
発
行

（年
二
回
）

日
　

ンヽ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間

（十
月
）
の

行
事

ロ
　
ポ
ス
タ
ー
、
各
種
普
及
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成

。
配
付

囲
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

五エハ
口 l―
福
祉

。
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

研
修
会
の
開
催

普
及
啓
発
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平成23.奪1麿ン=′ワ
ークプログラム地域事業
実施計画

会 報 需 珂R

シエアワークプログラム地域事業|よ、(社 )鳥取県シルバー人材センター連合会が活動拠点の協力

のもと、多種多様な技能講習を事業主団体と連携を図りながら実施する事業です。

講習の種類|よ、重点講習と通常講習の2種類となりますが、いすれも40時間を超える講習です。
日乍年までの短期講習 (20時間を越え40時間以内)|よ◆年度は実施しません。
平成23年度|よ、重点講習9回 (介護講習3回を含む)、 通常講習6回を計画し、順次実施しており
ます。

1.重点講習

2.通常講習

‖一
・ 娯

講  習  名 実施地区 講 習 日 程 講習日数 定 員

技能講習

造園アシスタント] 鳥取会場 6月 13日～ 6月 23日 9日間 25名
造園アシスタン ト] 米子会場 6月 2フ日～ フ月 フ国 9日間 25名

警備業務アシスタント 鳥取会場 ]0月 フ日～ iO月 19日 8日 間 20名

造園アシスタント2 米子会場 ]0月 ]]日～ ]0月 21日 9日間 25名
造園アシスタン ト 倉吉会場 iO月 24日～ ]]月 4日 9日間 20名
造園アシスタント2 鳥取会場 ]]月 フ日～ ]1月 ]フ日 9日間 25名

介護講習 (2級課程)

訪間介護員養成研修 米子会場 6月 6日～ フ月 14日 24日間 20名

訪間介護員養成研修 鳥取会場 8月 24日～ 10月 6日 24日間 20名

訪間介護員養成研修 倉吉会場 10月 5日～ ]1月 16日 24日間 20名

講  習  名 実施地区 講 習 日 程 講習日数 定 員
経理事務補助 米子会場 5月 23日～ 6月 2日 9日間 20名

経理事務補助 鳥取会場 6月 16日～ 6月 28日 9日 間 20名

経理事務補助 倉吉会蛎 8月 29日～ 9月 フ国 8日 間 20名

経理事務補助 境港会場 9月 5日～ 9月 16日 9日間 20名
室内装飾アシスタント 倉吉会場 9月 20日～ 9月 30日 8日間 20名

保育・子育て支援 米子会場 ]1月 2]日～ 12月  ]日 8日間 20名
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平
成
２３
年
度

シ
エア
就
業
支
援
プ
Ц
τ
フム
事
業
実
施
計
画

本
年
度
も
厚
生
労
働
省
鳥
取
労
働
局
の
委
託
事
業

「シ
エ
ア
就
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
を
受
託
し
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

企
業

・
団
体
等
を
退
職
し
た
５５
歳
以
上
の
方
の
技

術

・
技
能

・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
登
録
し
、
一屋
用

・
就
業

等
の
社
会
参
加
ニ
ー
ズ
と
企
業

・
団
体

・
地
域

コ
ミ

．
　

ュ
ニ
テ
ィ
等
の
人
材

ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
再

就
職
な
ど
地
域
社
会

へ
の
参
加
を
支
援
す
る
事
業
で

・　

　

す
。

瑚

　

【事
業
目
標
】

・需

　

・
登
録
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
人
以
上

類

　

．
登
録
者
の
雇
用
就
業
率
　
　
　
　
　
　
２０
％
以
上

会

　

・
ヮ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
や
就
業
支
援
講
座

へ
の
が
加
率

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５０
％
以
上

を
達
成
す
べ
く
、
県
内
３
地
区

（東

。
中

。
西
部
）

・　

　

で
Ｈ
回
開
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

。
相
談
会
の
実
施
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【事
業
実
施
期
間
】

平
成
２３
年
４
月
１
日
～
平
成
２４
年
３
月
３‐
日

【事
業
実
施
計
画
】

・
県
内
各
市
町
村
役
場
、
商
工
会
議
所
、
県
商
工
連

合
会
機
関
紙
等
に
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
案
内
の
記
事
掲
載

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
市
民
利
用
施
設
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト

・
チ
ラ
シ
設
置
等
に
よ
り
、
広
報
及
び

会
員
の
登
録
を
勧
奨

・
企
業

・
団
体
等
の
地
域
社
会

ニ
ー
ズ
を
ア
ン
ケ
ー

ト
や
訪
問
調
査
に
よ
リ
シ
ニ
ア
の
求
人
情
報
を
収

集
・
地
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ

や
セ
ミ
ナ
ー
及
び
相
談
会
等
な
ど
の
活
動
を
し
ま

す
。

【ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
計
画
】

〔ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〕

９
～
１０
月
　
米
子
市
会
場
　
定
員
２０
名

（予
定
）

Ｈ
～
２
月
　
米
子
市
会
場
　
定
員
２０
名

（予
定
）

２４
年
２
月
　
鳥
取
市
会
場
　
定
員
１０
名

（予
定
）

〔セ
ミ
ナ
ー
〕

５
月
３‐
日
　
米
子
市
会
場
　
４‐
名

〔受
講
〕

６
月
８
日
　
米
子
市
会
場
　
４２
名

〔受
講
〕

６
月
２４
日
　
鳥
取
市
会
場
　
４７
名

〔受
講
〕

７
月
６
日
　
鳥
取
市
会
場
　
４７
名

〔受
講
〕

９
月
１４
日
　
倉
吉
市
会
場
　
３０
名

（予
定
）

１０
月
２０
日
　
米
子
市
会
場
　
５０
名

（予
定
）

■
月
２
日
　
米
子
市
会
場
　
５０
名

（予
定
）

■
月
１６
日
　
鳥
取
市
会
場
　
５０
名

（予
定
）

‐２
月
８
日
　
鳥
取
市
会
場
　
５０
名

（予
定
）

（平
成
２４
年
）

１
月
１９
日
　
米
子
市
会
場
　
５０
名

（予
定
）

１
月
２６
日
　
米
子
市
会
場
　
５０
名

（予
定
）

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

【相
談
会

・
相
談
日
】
に
つ
い
て

・
登
録
会
員
と
の

〔相
談
会
〕
を
東
部
地
区
２
回
、

中
部
地
区
１
回
、
西
部
地
区
２
回
を
開
催
予
定

・
各
地
区
の

〔相
談
日

・
時
刻
〕
は

鳥
取

（東
部
）
地
区
　
第
２

・
４
水
曜
日

Ｈ

‥
００
～

‐２

‥
００

‐３

‥

００

～

‐４

‥

００

倉
吉

（中
部
）
地
区
　
第
２

・
４
金
曜
日

‐３

‥

００

～

‐４

‥

００

米
子

（西
部
）
地
区
は
毎
日

（平
日
の
み
常
設
）

９

‥

００

～

１２

‥

００

13

００

～

‐６

《
前
日
迄
に
電
話
等
で
申
込
が
必
要
》

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
奎
録
会
員
自
身
が
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

で
適
性
検
査
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

30

(5)



第

一
回
通
常
総
会

六
月
九
日
困
、
米
子
市
に
お
い
て
第

一
回
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
号
議
案

佃
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

平
成
二
十
二
年
度
事
業
実
施
報
告
書
爛
及
び

収
支
決
算
報
告
的
に
つ
い
て

［監
査
報
告
］

第
三
号
議
案

硼
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

平
成
二
十
三
年
度
収
支
補
正
予
算
書
∩
に
つ

い
て

第
四
号
議
案

第
七
期
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
五
号
議
案

硼
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

定
款
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

平
成
２３
年
度

安
全

・
適
正
就
業
研
修
会

平
成
２３
年

７
月
２２
日
９

に
倉
吉
市
に

お
い
て
、
平

成
２３
年
度
安

全

・
適
正
就

業
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。
宇
野
連
合

会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
平

成
２３
年
度
の

安
全
標
語
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
石
田
美
千
子
さ
ん
の

『気
の
緩
み
慣
れ
が
大
敵

事
故
を
呼
ぶ
』
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
他
に
入
選

５
作
品
、
佳
作
５
作
品
が
同
時
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
智
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
理
事
長
の
小
林
賞
夫
氏
よ
り

『安
全
就
業
に
思
う
』

の
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
伊
藤
連
合
会
事
務
局
長

よ
り

『安
全
就
業
と
は
』
と
題
し
て
事
例
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
倉
吉
保
健
所
長
の
吉
田
良
平

氏
の

『熱
中
症
の
予
防
』
と
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
井
元
敏
明
氏
の

『高
齢
者
の
血
糖
値

管
理
と
食
生
活
』
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
最
後

総
会
は
、

宇
野
連
合
会

会
長
挨
拶
に

続
い
て
、
来

賓
と
し
て
お

取

　
迎
え
し
た
佐

需

　

藤
鳥
取
労
働

報
　

局
職
業
安
定

会
　

部
長
様
か
ら

お
祝
辞
を
賜

り
ま
し
た
。

続
い
て
議

長
に
硼
智
頭

町
シ
ル
バ
ー

一

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
小
林
賞
夫
氏
を
選
出
し
次
の

議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
　
案
第

一
号
議
案

硼
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

平
成
二
十
二
年
度
収
支
補
正
予
算
書
∩
に
つ

い
て

/ /

ー

(6)



安
全
就
業
漂
器
の
表
彰
作
品

に
安
全

・
適
正
就
業
宣
言
の
唱
和
を
行
い
、
研
修
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

「優
秀
作
品
」

気
の
錢
み
　
慣
よ
が
入
敵
　
事
故
を
叶
ぶ

制
鳥
凛
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

石
　
口
　
臭
千
子

「入
選
作
品
」

地
信
す
る
　
ｄ
に
事
故
は
　
し
の
び
寄
る

問
分
き
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

堀
　
　
　
恭
　
子

不
安
作
業
　
や
め
る
勇
気
が
　
身
を
守
る

側
北
柴
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

坂
　
根
　
カロ
代
子

ま
あ

い
い
か
　
廿

い
気
持
ち
が
　
事
故
ま
ね
く

問
島
ネ
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

凸
　
原
　
久
　
雄

あ
わ
て
る
な
　
ち
ょ
っ
と

一
患
　
こ
の
目
で
雄
記

側
鳥
ネ
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

野
　
口
　
浩
　
史

あ
わ
て
る
な
　
油
噺
慢

ｄ
　
事
故
の
も
と

問
烏
来
呆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
逹
谷
会

岩
　
崎
　
土
　
育

「佳
作
作
品
」

慣
狼
と
洵
断
が
事
故
の
も
と

初

ｄ
に
帰

っ
て
妄
仝
作
業

側
商
部
広
裁
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

妬
　
塚
　
薙
　
幸

掛
け
た
ひ
と
こ
と
　
友
救
う

側
筒
部
広
裁
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

上
　

口
　
　
　
各

妄
仝
非
認
　
身
体
守
る

門
夫
凸
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

お
　
口
　
ま
す
子

思

っ
た
時
は
　
守
友
碁

側
夫
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

亀
　
井
　
冨
士
子

慣
独
と
手
放
き
が
　
人
事
故
に

側
箸
頚
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

凸
　
川
　
紋
　
博

平
成
２３
年
７
月
１３
日
悶

白
兎
会
館

３
社
血
名
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鳥
取

平
成
２３
年
７
月
２‐
日
凩

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
米
子

９
社
１０‐
名
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子

勇

気

だ

し

集
理
を
せ
ず

就
業
時

の

◎
東
部
地
区

日
　
時

場
　
所

危
な

と

含
同
面
接
会
の
開
催

シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
の

一
環
と

し
て
、
地
域
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
共
催
を
得
な
が
ら
、

各
種
講
習
会
の
修
了
者
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
通
所
者

と

一
般
の
高
年
齢
求
職
者
を
対
象
に
、
地
域
別
の
合

同
面
接
会
を
順
次
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
東
部
地
区
及
び
西
部
地
区
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
２
回
、
中
部
地
区
に
つ
い
て
は
年

１
回
計
画
を
し
て
お
り
、
東
部
地
区
及
び
西
部
地
区

の
第
１
回
目
を
左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
し
た
。

求
　
人

求
職
者

上
ハ　
催

◎
西
部
地
区

日
　
時

場
　
所

求
　
人

共 求
職
催 者

(7)



平
成
２３
年

３
月
１７
日
困

及
び
３
月
２５

日
③
に
鳥
取

市
に
お
い
て

通
常
理
事
会

則
　
及
び
通
常
総

需
　
△
ム
が
開
催
さ

報
　
れ
ま
し
た
。

会
　
　
次
の
議
案

に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、

い
ず
れ
の
議

案
も
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第

一
号
議
案

平
成
２２
年
度
収
支
補
正
予
算
書
∩
に
つ
い
て

第
二
号
議
案

平
成
２３
年
度
事
業
計
画
例
に
つ
い
て

第
三
号
議
案

定
款
変
更
∩
に
つ
い
て

第
四
号
議
案

職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
訂
∩
に
つ
い
て

第
２
回
通
常
理
事
会

及
び
第
２
回
通
常
総
倉

第
六
号
議
案

会
費
規
程
の
変
更
的
に
つ
い
て

第
七
号
議
案

平
成
２３
年
度
収
支
予
算
書
斜
に
つ
い
て

報
告
事
項
に
つ
い
て

ア
　
平
成
２３
年
度
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム

事
業
実
施
計
画
∩
に
つ
い
て

イ
　
平
成
２３
年
度
シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ

ム
事
業
実
施
計
画
制
に
つ
い
て

ウ
　
平
成
２２
年
度
事
業
実
施
状
況

・
実
施
概
要

に
つ
い
て

緊
息
理
事
長

島

事
務
局
長
倉
語
の
開
催

平
成

２３
年
１

月
１９
日

悶
倉
吉

市
に
お

い
て
緊

急
の
理

事
長

・

事
務
局

長
会
議

を
開
催

し

ま

し

た
。宇

野

連
合
会

会
長
挨

拶
に
続

き
、
花

倉
鳥
取

労
働
局

職
業
安

定
部
職

業
対
策
課
長
補
佐
よ
り

「平
成
２３
年
度
高
齢
者
就
業

対
策
に
つ
い
て
」
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

引
き
続
き
厚
生
労
働
省
か
ら
示
さ
れ
た

「平
成
２３

年
度
シ
ル
バ
ー
事
業
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
」
を
ベ

ー
ス
と
し
た
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ど

事務局

(8)



竜:イ
‐

幹夢 毎
▼ざ

福
祉

工
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

事
業
推
進
担
当
者
研
修
会

平
成
２３
年
２
月
２３
日
悶
米
子
市
に
お
い
て
、
各
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
等
の
参
加
の
も
と
、

福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
推
進
担
当
者
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
の
後
、

「福
祉

・
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
硼
防
府

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
田
中
三
輪

子
氏
の
基
調
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
、
側
鳥
取
県
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
福
田
庶
務
主
任
よ

り
全
シ
協
主
催
の

「福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事

業
推
進
担
当
者
研
修
会
」
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

発
表
後
に
は
、
硼
防
府
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
務
局
長
の
田
中
三
輪
子
氏
に
対
し
て
、
防
府
市

シ
ル
バ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る

「子
育
て
サ
ロ
ン
」
に

つ
い
て
の
活
発
な
質
問
が
あ
り
、
盛
会

の
う
ち
に
終

わ
り
ま
し
た
。

会機 需 珂R

(9)



会 報 需 珂R

平咸22年度SP講習受講者デーク

定 員
受 講 者 内 訳 達 成 率 修了率

(1多了者/
受講者 )受講者 修了者 途中修了 不参力ll 受講者/定員 修了者/定員

長期 340 35] 309 19 23 ]03.20/O 90.90/O 88.00/O

短期 95 ]13 10フ 4 2 11890/0 ]1260/o 94フ 0/o

合計 435 464 416 23 25 106フ 0/O 95.60/0 89.フ 0/O

講

習

月ば

調理アシスタント(倉吉)

社会保険業務補助(倉吉)

介護2級 (倉吉)

農業支援(米子)

社会保険業務補助(米子)

第2回造園アシスタント(米子)

第 1回造園アシスタント(米子)

経理事務補助(米子)

介護2級 (米子)

社会保険業務補助(鳥取)

警備業務アシスタント(鳥取)

第2回造園アシスタント(鳥取)

第 ]回造園アシスタント(鳥取)

経理事務補助(鳥取)

介護2級 (鳥取)

受講者データ (長期語習)

□修了 □途中修了 □不参加

00/o 200/o 400/o

構 成

600/o

上ヒ

800/o    1000/o

コ

-

ll

‥

-

受講者データ (短期語習)

□修了 □途中修了 □不参加

講
　
習

別

保育・子育て支援 (米子)

室内装飾アシスタント(北栄)

造園アシスタント(智頭)

造園アシスタント(南部)

経理事務補助 (境港)

200/0 400/o

構

600/o

成  上ヒ

OO/o 800/o    1000/o

('0)



平
成
盟
年
度

シ
エア
就
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
実
施
状
況

平
成
２２
年
度
の

『
シ
ニ
ア
就
業
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム

事
業
』
は
メ
ン
バ
ー
の
交
代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
前

年
同
様
、

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
１

２
名
、
地
域

ニ
ー

ズ
開
拓
員
２
名
の
４
名
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

以
下
、
実
績
と
主
な
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

【目
標
と
実
績
】

①
　
事
業
の
登
録
会
員
数

一
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
名
　
↓

　
　
一
、
○
〇
八
名

覗
　
　
②
　
登
録
者
の
内

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
一屋
用

・
就

需
　
　
　
　
業
率
　
２０
％
以
上

↓

　

２‐
％

（２‐６
名
）

報
　
　
③
　
登
録
者
の
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
及
び
就
業
支

会
　
　
　
　
援
講
座

へ
の
参
加
率

５０
％
以
上

↓

　

５９
％

（５９５
名
）

と
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

【主
な
活
動
】

４
月

・
東
、
中
、
西
部
地
区
で
相
談
日
を
設
定

東
部
　
鳥
取
市
　
毎
月
第
２
火
曜
日

中
部
　
倉
吉
市
　
毎
月
第
２
金
曜
日

西
部
　
米
子
市
　
平
日

開
催
で
延
べ
５３
名
が
来
訪
。

５
月

・
広
報
資
料
作
成

。
印
刷

企
業

。
人
材
会
員
登
録
申
込
書
、
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事

業
案
内
チ
ラ
シ
な
ど
作
成

・
印
刷
。

６
月

・
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
専
用

ペ
ー
ジ
を
追
加

・
県
内
４
市
の
市
役
所
、
商
工
会
議
所
の
機
関

紙
に
Ｓ
Ｓ
Ｐ
事
業
紹
介
記
事
掲
載

・
会
員
募
集

。
人
材
登
録
勧
奨

（往
復
は
が
き
５０２
枚
送
付
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー
を
求
職
活
動
実
績
と
し
て

取
扱
う
申
請
を
し
、
認
可
を
受
け
る
。

・
第
１
回
シ
エ
ア
就
業
支
援
協
議
会
開
催

・
第
１

・
２
回

セ
ミ
ナ
ー
開
催

・
８０
名
受
講

（鳥
取
市

。
さ
ざ
ん
か
会
館
）

７
月

・
求
人
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（第
１
回

・
‐７５
社
対
象
）

８
月

・
第
３
回

セ
ミ
ナ
ー
開
催

・

３８
名
受
講

（倉

吉
市

・
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
）

・
Ｓ
Ｓ
Ｐ
ポ
ス
タ
ー
作
成

。
配
布

（６０
枚
）

・
適
性
検
査
ソ
フ
ト
購
入

希
望
者
自
身
が
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
適
正
評

価
等
が
出
来
る

「キ
ャ
リ
ア
イ
ン
サ
イ
ト
Ｍ

Ｃ

」
。

９
月

・
第

４

・
５
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催
　
１０３
名
受
講

～
　
（米
子
市

。
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
）

１０
月

・
関
連
団
体
の
合
同
面
接
会
に
参
加
し
て
、
Ｓ

Ｓ
Ｐ
事
業
案
内
の
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
会
員

登
録
勧
奨
。

（２
回
）

１‐
月

・
第
６
回

セ
ミ
ナ
ー

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
開

催

・
計
１７６
名
受
講

（米
子
市

・
米
子
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
）

介
護
の
日
に
開
催
し

「介
護
の
イ
ロ
ハ
」
と

「器
具
類
の
使
い
方
」
。

■
月

・
事
業
案
内
チ
ラ
シ
、
企
業

・
人
材
募
集
用

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成

（補
充
）

‐２
月

・
第

７

・
８
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催
　
１０９
名
受
講

（鳥
取
市

。
さ
ざ
ん
か
会
館
）

１
～

・
第

９

・
１０
回
セ
ミ
ナ
ー
開
催
　
９２
名
受
講

２
月
　
（米
子
市

・
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
）

２
月

・
ヮ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
開
催

（鳥
取
市
Ｓ
Ｃ
）

「襖
、
障
子
、
網
戸
の
張
替
え
講
習
」

ｏ
第
２
回
シ
エ
ア
就
業
支
援
協
議
会
開
催

・
求
人

ニ
ー
ズ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（第
２
回

・
３５０
社
対
象
）

等
な
ど
で
す
が
、
事
業
推
進
に
つ
い
て
労
働
局
を

は
じ
め
、
鳥
取

・
倉
吉

・
米
子
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
ご
指
導

・
ご
協
力

を
い
た
だ
き
目
標
を
達
成
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゆが 二.み

・ 撃薄聡'キ
tFAF
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硼
倉
吉
市
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
悟
ｗ
　
工不
　
　
　
　
車
（

倉
吉
市
は
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
に
隣
接

の
関
金
町
と
合
併
し
、
関
金
温
泉
な
ど
新
た
な
地
域

資
源
も
加
わ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
当
硼
倉
吉
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月

一
日

に
設
立
さ

れ
、
平
成

二
十
二
年

度
末
に
は

会
員
数
四

百
十
八
人

（
前

年

度

対
比
九
十

八

・
五
％
）

と
減
少
傾

向
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

受
注
件
数

も
減
少
す

る
中
、
行

政
か
ら
の

緊
急
一雇
用
創
出
事
業
な
ど
に
よ
り
、
就
業
率
は
九
十

三

・
八
％
、
契
約
金
額
は

一
億
五
千
四
百
六
十
三
万

円
余
と
前
年
度
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
安
全
就
業
は
全
て
に
優
先
す
る
重
要
課
題

と
捉
え
、
安
全
標
語
の
募
集

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
職
群
班
に
よ
る

「安
全
就

業
推
進
計
画
書
」
に
基
づ
き
、
安
全
対
策
を
推
進
し

た
結
果
、
前
年
度
よ
り
、
傷
害

・
賠
償
事
故
と
も
減

少
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
事
業
運
営
補
助
金
の
大
幅
な
削
減
に
よ

リ
セ
ン
タ
ー
運
営
が
大
変
厳
し
い
中
、
事
務
局
職
員

の
減
員
、
車
両
台
数
の
削
減
等
に
よ
り
健
全
な
財
政

運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、　
一
方
で
は
、
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行

等
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

「自
主

・
自
立

・
共
働

・
共
助
」

の
基
本
理
念
の
も
と
、

会
員
の
安
全

・
適
正
就
業
と
公
平
な
就
業
機
会
の

提
供
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
会
員
及
び
役
職
員

が

一
丸
と
な
り
、
就
業
機
会

の
開
拓
や
会
員
の
確

保
を
図
り
な
が
ら
、
事
業
の
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
、
地
域
社
会
か
ら
信
頼

さ
れ
、
地
域
社
会

へ
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
に
向
け

て
、
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

1
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押
し
花
を
生
き
が
い
と
し
て

″

硼
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

由
　
良
　
『呂
　
子

k

今
か
ら
十
数
年
前
に
地
域
を
活
性
化
し
よ
う
と
地

域
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
四
国
の
上
勝
町
に
視
察
に

行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

阻
　

す
。
そ
こ
で
、
郵
便
局

畠

　

の
古
い
建
物
で
地
域
の

報
　

人
た
ち
が
、
押
し
花
を

会
　

し
て
お
ら
れ
、
壁

一
面

に
飾
ら
れ
た
大
き
な
額
。

イ
テ
ゴ
や
ば
た
ん
の
花

が
そ
の
ま
ま
の
色
で
、

ま
る
で
写
真
の
よ
う
に

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
と
て
も
印
象

に
残
り
、
私
も
や

っ
て

み
た
い
と
思
っ
た
の
が
、

押
し
花
を
始
め
る
き

っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

定
年
退
職
後
、
何
か

興
味
を
持

っ
て
暮
ら
さ

な
け
れ
ば
と
思
い
、
今

ま
で
こ
れ
と
い
っ
た

趣
味
が
な
か

っ
た
私

は
、
米
子
に
押
し
花

教
室
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
す
ぐ
に
申
し

込
み
に
行
き
、
教
室

に
通
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
の
出
会
い

が
あ
り
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
資
格
も

取
れ
ま
し
た
。
そ
れ

け
た
く
、
退
職
と
同
時
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
、
教
室
を
続
け
さ
せ
て
も

ら

っ
て
い
ま
す
。
年
々
新
し
い
人
と
の
出
会

い
が
あ
り
、
や

っ
て
い
て
良
か

っ
た
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。
月
１
回
の
教
室
で
す
が
、

会
員
さ
ん
と
会
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で

す
。こ
れ
か
ら
も
、
私
の
生
き
甲
斐
と
し
て
、

健
康
に
気
を
つ
け
、
趣
味
を
通
じ
て

一
人
で

も
多
く
の
人
と
の
出
会
い
を
し
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。
野
山
に
咲
い
て
い
る
花
や
木
等

々
、
見
る
目
が
変
わ

っ
て
、
あ
れ
も
こ
れ
も

押
し
花
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

忙
し
い
日
々
に
も
何
か
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

か
ら
は
、
地
域

の
人
だ
け
で
は

な
く
、
他
の
町

の
人
た
ち
と
の

出
会
い
も
あ
り
、
月
１
回
の
押
し
花
を
楽
し
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
さ
ん
と
の
出
会
い
も
あ
り
、

催
し
が
あ
る
た
び
に
作
品
展
示
を
し
て
い
た
だ

き
、
他
の
人
の
作
品
に
刺
激
を
受
け
、
意
欲
を

燃
や
し
た
も
の
で
す
。

退
職
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
教
室
を
持

っ
て
、
近
く
の
人
た
ち
と
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
、
押
し
花
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い

た
矢
先
に
主
人
を
亡
く
し
、
何
も
か
も
が

一
転

し
ま
し
た
。

で
も
、
趣
味
と
し
て
始
め
た
押
し
花
は
や
め

ら
れ
ず
、
以
前
か
ら
月
１
回
、
シ
ル
バ
ー
の
会

員
さ
ん
と
楽
し
み
な
が
ら
の
押
し
花
教
室
は
続
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会
長

の
広
場

レ

く

―

江
府
町
シ
ル

人
ノ

材
セ
ン
タ
ー
実

中

田

事
務
局

私
は
、
地
元
役
場
を
早
期
退
職
し
て
早
５
年
目
、

当
初
、
シ
ル
バ
ー
の
存
在
は
知

っ
て
い
ま
し
た
が
、

特
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
先
輩
に
勧
め

ら
れ
て
何
と
な
く
事
務
局
に
勤
め
始
め
ま
し
た
。

最
初
に
シ
ル
バ
ー
の
会
員
さ
ん
の
仕
事
を
見
た
と

取
　
き
は
、

「よ
く
根
気
強
く
、
大
変
な
仕
事
が
で
き
る

需
　
な
―
」
と
驚
嘆
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
で
も
変
わ

報
　
り
ぁ
り
ま
せ
ん
が
、
変
わ

っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、

会
　

「見
る
目
」
が
変
わ
り
ま
し
た
。

変
わ

っ
た

「見

る
目
」
は
、
最
初

に
会
員
さ
ん
の
仕

事
を
見
た
と
き
は
、

仕
事
を
す
る
側
か

ら
見
た
目
。

今
は
、
仕
事
を

発
注
し
た
側
か
ら

見
た
目
に
変
わ

っ

て
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
仕

事
は
、
比
較
的
安

価
で
、
丁
寧
と
い
う
概
念
で
仕
事
を
発
注
さ
れ
る
人

が
多
い
は
ず
で
す
が
、
時
に
は
本
当
に
こ
れ
で
、
こ

の
金
額
を
い
た
だ
い
て
よ
い
の
か
？
と
い
う
よ
う
な

出
来
映
え
の
仕
事
も
年
に
数
件
あ
り
ま
す
。
当
然
、

そ
の
場
合
は
手
直
し
を
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、
そ
の

仕
事
の
や
り
方
、
手
順
等
を
聞
く
と
、
そ
の
手
順
等

が
よ
く
な
い
。
使

っ
て
い
る
道
具
の
具
合
が
悪
い
。

仕
事
を
行

っ
た
会
員
の
体
調
を
含
め
た
調
子
が
悪
い

等
の
答
え
が
返

っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
仕
事
を
す

る
上
で
最
も
不
適
切
な
環
境
で
仕
事
を
行

っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

以
前
、
大
工
の
棟
梁
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、
大

工
の
技
量
は

「道
具
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
切
れ
物
は
、

切
れ
て
こ
そ
安
全

。
楽

・
素
早
い
仕
事
が
で
き
る
。
」

「
一
見
、
切
れ
物
は
刃
が
鋭
い
ほ
ど
危
険
で
、
よ

く
怪
我
を
す
る
よ
う
に
思
う
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

よ
く
切
れ
る
と
余
分
な
力
が
い
ら
ず
、
楽
に
早
く
、

思
う
よ
う
に
切
れ
る
も
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
。

同
じ
よ
う
に
良
い
仕
事
は
、
よ
く
手
入
れ
さ
れ
た

良
い
道
具

・
良
い
体
調
と
よ
く
考
え
た
手
順
の
三
つ

の
環
境
が
整
え
ば
、
必
ず
で
き
る
は
ず
で
す
。

シ
ル
バ
ー
と
い
え
ば
、
恒
例
で
経
験
豊
富
。
会
員

の
皆
さ
ん
は
、

「若
輩
者
に
言
わ
れ
た
く
な
い
。
」
と

思
わ
ず
、
今

一
度
、
自
分
の
仕
事
に
使
う
身
体
を
含

め
た
道
具
を
見
直
し
て
、

「注
文
を
い
た
だ
く
側
か

ら
見
た
目
に
立

っ
た
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。
」
と
思

う
よ
う
に
な

っ
た
５
年
目
の
夏
で
す
。

私
を
含
め
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
手
始
め
と
し
て
、

お
盆
ま
で
に
、　
一
度
仕
事
に
使
う
車
の
洗
車

・
車
内

の
掃
除

・
整
備
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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講
習
に
参
加
ｂ
て

径
理
事
務
補
財
落
召
逗
受
講
し
て

（鳥
取
会
場
）

鳥
　
取
　
市井

田

俊

行

シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ

ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
と
し
て
、

６
月
１６
日
か
ら
９
日
間
、
鳥
取
市
的
場
の
向
タ
ッ
チ

塾
で
経
理
事
務
補
助
講
習
を
受
講
し
ま
し
た
。

覗
　
　
受
講
の
動
機
は
、
定
年
１
年
前
よ
り
在
職
中
の
不

需

　
摂
生
が
た
た
り
体
調
を
崩
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
年

報
　

の
聞
病
の
結
果
、
今
年
に
入
り
体
調
が
回
復
し
て
く

会
　

る
と
と
も
に
勤
労
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

ど
の
様
な
職
種
を
求
め
る

か
と
考
え
た
場
合
、
在
職
中

は
生
産
管
理
で
改
善
活
動
を

主
に
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
日
の
厳
し
い
労
働
環
境
で

は
求
職
が
困
難
と
思
い
、
数

字
を
い
じ
る
仕
事
を
し
て
い

た
の
で
職
務
拡
大
と
し
て
今

回
受
講
し
ま
し
た
。　
　
　
　
ャ

受
講
生
は
男
性
５
名
、
女
　
　
　
ｅ

性
２‐
名
で
、
今
更
な
が
ら
に

↓工”陣孵蜘囃潮勁剤鵜　一

感
じ
ま
し
た
。

講
習
内
容
は
、
ワ
ー
ド
基
本
操
作
、

エ
ク
セ
ル
基

本
操
作
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
Ｅ
Ｉ
メ
ー
ル
の
活
用
、

簿
記
の
基
礎
知
識
、
会
計
ソ
フ
ト
の
操
作
と
い
っ
た

も
の
で
し
た
。

ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル
共
、
以
前
か
ら
操
作
し
て
い

ま
し
た
が
、
使
用
し
て
い
た
の
が
二
〇
〇
三
年
版
だ

っ
た
た
め
、
操
作
ボ
タ
ン
の
位
置
及
び
内
容
が
変
わ

っ
て
お
り
、
今
回
の
実
地
講
習
が
非
常
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
以
前
の
ワ
ー
ド
は
文
書
作
成
が
困
難
と
感

じ
て
い
た
の
で
、
エ
ク
セ
ル
を
主
に
使

っ
て
い
た
が
、

今
回
実
際
に
操
作
し
て
み
て
、
使
い
易
く
な

っ
て
い

る
の
に
驚
き
ま
し
た
。

講
習
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
が
何
を
、
ど
こ
で
、
ど
う
す
る
か
を
、
ゆ

っ
く
り

と
し
た
同
じ
リ
ズ
ム
で
分
か
る
ま
で
説
明
さ
れ
た
の

で
、
習
得
が
確
実
に
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

簿
記
の
基
礎
知
識
は
実
質
６
時
間
の
講

習
だ

っ
た
た
め
、
正
直
、
理
解
は
困
難
で

あ

っ
た
が
、
会
計
ソ
フ
ト
の
打
ち
込
み
の

た
め
の
貸
借
対
照
表
で
の
資
産
と
負
債
十

純
資
産
、
損
益
計
算
書
で
の
費
用
十
純
利

益
と
収
益
に
つ
い
て
の
借
方
、
貸
方

へ
の

仕
分
け
区
分
が
少
し
分
か
り
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
を
通
じ
て
、
今
ま
で
自
己

流
で
習
得
し
て
き
た
が
、
基
本
手
順
で
の

技
能
習
得
の
重
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
、

ま
た
、
自
己
に
有
用
な
講
習
に
つ
い
て
は

今
後
、
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

昨
今
の
求
職
状
況
は
厳
し
い
で
す
が
、
教
則
本
の

付
属
Ｃ
Ｄ
を
活
用
し
た
自
己
啓
発
に
努
め
な
が
ら
、

求
職
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先

生
方
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
、
講
習
を
企
画

し
、
お
世
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

の
み
な
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

回藤

辞零
唖雪fi‐

か
・無

・
サ
‐

 ヽ '

攀
S
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(社)鳥取県シ′しパー人Mセンクー連合a正会目
(平成23年 8月 ]国現在)

名 称 T 所  在  地 電 話 FAX 代表者

lネJ鳥取市シルバー人材センター 680-0845 鳥取市富安2-10牛 1 0857-22-0050 0857-22-0051 木島敏行

佃米子広域切レブヾ一人材センター 683-0811 米子市錦田丁卜110 0859-32-2633 0859-32-5823 宇野治巳

lネJ倉吉市シサレブヾ一人材センター 682-0816 倉吉市駄経寺田丁2-8-1 0858-22-0870 0858-23-6101 中林正樹

lネ〕境港市シルバー人材センター 684-0034 境港市昭和町11-22 0859-47-4540 0859-47-4541 西村岩市

側南部広域切レブヽ一人材センター 683-0351 西伯郡南部田丁法勝寺170 0859-66-4011 0859-66-5380 安達幸男

l女J智頭田丁シルバー人材センター 689-1402 八頭郡智頭田丁智頭1795-1 0858-75-0170 0858-75-2366 小林賞夫

lネ→岩美田丁シルバー人材センター 681-0003 岩美郡岩美田丁浦富1041-] 0857-72-25]千 0857-72-2512 谷口幹彦

lネ→湯梨浜田丁切レブヽ一人材センター 682-0712 東伯郡湯梨浜日丁上浅津123-2 0858-35-4130 0858-35-4130 足立春人

lネ士l琴浦B丁シサレブヽ一人材センター 689-2352 東伯郡琴浦田丁浦安152-3 0858-52-1001 0858-52-1004 田中  明

lネ∋北栄田丁シルバー人材センター 689-2103 東伯郡北栄田丁田井46-2 0858-36-6220 0858-36-6227 日置勝彦

lネJ大山田丁シルバー人材センター 689-3332 西伯郡大山田丁末長269-1 0859-53-4787 0858-53-1310 近藤 昭夫

(―・社)
八頭田丁シルバー人材センター

680-0463 八頭郡八頭田丁宮谷25牛 1 0858-72-3351 0858-72-3351 衣笠春寿

江府田丁シルバー人材センター 689-4413 日野郡江府田丁州河障62 0859-75-3211 0859-75-3211 宇田川 勉

日南日丁シルバー人材センター 689-5211 日野郡日南田丁生山357 0859-82-0223 0859-82-0223 矢吹隼之

三朝田丁シルバー人材センター 682-0152 東伯郡三朝日丁本泉359-1 0858-43-1883 0858-43-1883 馬 野 忠嗣
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●

表
紙
の
こ
と
ぼ

「山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

浦
富
海
岸

（鴨
ケ
酷
と

風
光
明
媚
な
海
岸
で
、
ガ
ン
の
群
れ
が
遊
ぶ
磯
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た
。

あ

と

が

き

今
回
も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
第

２５
号
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
ず
も
っ
て
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
３
月
Ｈ
日
に
は
東
北
地
方
で
大
地
震
が
発
生

し
、
そ
れ
に
伴
い
過
去
に
類
を
見
な
い
大
津
波
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
発
に
よ
る

被
害
も
発
生
し
、
い
ま
だ
に
収
束
の
見
通
し
の
立
た
な

い
状
況
で
す
。
多
く
の
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
も
被
災
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
私
共
も
、
自
分
で
出
来
る
こ
と
を
何
か

ひ
と
つ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
被
災
さ
れ
た
方
た
ち
へ
の
支
援
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
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